
東京学芸大学附属図書館 学術情報
課長（併）情報基盤課長。1993年に
東北大学附属図書館に入職。以後、新
潟大学、宮城教育大学、一橋大学の図
書館を経験し、主に図書目録業務・機
関リポジトリ業務等を担当した。2010

年から国立情報学研究所学術コンテンツ課。NACSIS－CAT/
ILL担当・SPACR担当など、学術情報のオープンアクセスを推進
し、JPCOARではメタデータスキーマ設計等にも従事した。
2016年から千葉大学、2019年から現職で管理職として大学図
書館運営。学校図書館との連携に勤めるほか、LODの実践にも
取り組んでいる。

西南学院大学学術支援部図書
情報課副課長。福岡県出身の
図書館司書。2001年図書館情
報大学卒業。在学中は、データ
ベース論や児童サービスを中心
に学び、データベース検索技術

者2級を取得。卒業後、太宰府市民図書館に約6年間勤
務し、主にシステム、ILL関係を担当。市民サービスの基
礎を身に着けた後、2007年に西南学院大学図書館へ転
職し、現在13年目。大学図書館では主に、総務、システム
関係を担当。図書館経営、組織運営、図書館システム等
に関心を持ち、業務と組織の効率化を日々模索中。

主催 一般社団法人 情報科学技術協会 (INFOSTA)

INFOSTA 西日本委員会企画

参加者各位の人的ネットワークの構築を目的とする懇親会をセットにした「人と情報をつなぐ 西日本インフォプロ
交流会（旧名称：じょいんと懇話会）」を今年も開催致します。「西日本インフォプロ交流会」は、情報に携わる人たちが
同業・異業種を問わずつながりを得るために長年開催しています。その開催は、当初INFOSTA・西日本委員会と関
西のサーチャーの集まりであるIS-Forumとが「じょいんと」するイベントから始まりましたが、現在は会員・非会員を
問わずどなたでもご参加頂くことができます。
今回は、昨年からの新型コロナウイルス感染症（COVID-19）による図書館サービスの在り方について、大学図書

館がとった対応についてお話し頂きます。短い時間ではありますが、この機会に大学図書館の図書館サービス及び今
後の対応についての考え方に触れ、さらに相互のつながりを持っていただく機会になればと考えています。

人と情報をつなぐ 西日本インフォプロ交流会

50名（先着順）
*会員・非会員のどなたでも参加可能

■ テーマ 大学図書館における新型コロナウィルス感染症対策について

～大学図書館がとった新たな利用者サービス

■ 講 師 山 下 大 輔 氏 （西南学院大学）

高 橋 菜 奈 子 氏 （東京学芸大学）

日 時

2021年2月12日（金）

18:30 ～ 20：00 講演

開催方法

参加費・定員

無料 ・

申込方法

INFOSTAホームページの下記ページからお申込みください。
https://pro.form-mailer.jp/fms/b812f366176184
申込みを受け付けましたら、「申込受領の返信」を
致しますのでご確認ください。

電話でのお申込はご遠慮願います。
申込締切 2021年2月8日（月）

Zoomによるオンライン開催
申込者へ前日までに接続先をご案内します。

高橋 菜奈子 氏
（東京学芸大学）

山下 大輔 氏
（西南学院大学）

参加者は、主催者から送られてくる URL をクリックするだけで会議に
参加することができます。また、Zoomのアカウント登録も不要なため、
お気軽に参加することが可能です。

【スケジュール】
18:15 ～ Zoom 接続可能
18：30～ 開会・講師紹介
18：40～ 山下 大輔 氏 （西南学院大学） 講演
19：10～ 高橋 菜奈子 氏 （東京学芸大学） 講演
19：40～ 質疑応答
20：00 閉会

https://pro.form-mailer.jp/fms/b812f366176184
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